
    この研修は日本弁理士会の継続研修として認定を申請中です。    

    この研修を受講し、所定の申請をすると、外部機関研修として５単位が認められる予定です。  
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特許ライセンス契約書の 

     ドラフティング演習（添削付き） 

     講師紹介 

   石田 正泰 （いしだ まさやす） 

 青山学院大学法学部特別招聘教授 

 東京商工会議所知的財産戦略委員会委員、日本MOT振興協会知的財産委員会委員 

 経済産業省政策評価懇談会委員、（一財）経済産業調査会 監事  など 
   

  凸版印刷株式会社 専務取締役（法務本部長兼広報本部長、知財専門子会社社長）、 

  （一社）日本知的財産協会 副会長・ライセンス委員長・フェアートレ―ド委員長、慶應義塾大学大学院（理工）非常勤講師、 

  （一社）日本経済団体連合会 知的財産部会長、東京理科大学専門職大学院研究科長・知的財産戦略専攻教授などを歴任。 

  著作として、「企業経営における知的財産活用論」「技術経営（MOT）におけるオープンイノベーション論」 

  「知的財産契約実務ガイドブック」「ライセンス契約実務ハンドブック」「特許実施契約の基礎知識」（いずれも発明推進協会）など多数。 

  豊富な実務経験と高度な知見を有し、知財関連契約分野の第一人者として業界で高い評価を得ています。 

 

  「特許の活用」を図る上で、その中核的な役割を果たすライセンス契約の内容は極めて重要です。  

自社の立場・状況や戦略に応じて、最適なライセンス契約書を迅速に検討し、作成や修正をしていく

というスキルは多くの企業で求められています。 

 ただ、契約に関する知識を学んだところで、具体的な業務で実践できなければ意味はありません。  

 そこで、今回は特許（技術）ライセンス契約書のドラフティングについて、講義による知識の習得・

整理はもちろんのこと、これに加えて［演習 ⇒ 添削 ⇒ 講評・解説 ⇒ ディスカッション］のプロセス

を取り入れることで、直ぐに日々の実務に活かせるように工夫した実践型のセミナーを開催します。 

 知財契約に関わる皆さまのご参加をお待ちしております。 （※全２回のコースになります） 

＜このセミナーの特長＞ 

 ◆特許ライセンス契約書を作成するために必要な知識を習得できます。 

 ◆仮想事例に基づいたドラフティング演習で、自らが具体的な契約書の案を考え、 

  作成することによって、講義・解説の理解が深まります。 

  （座学のみのセミナーに比べて、高い効果を期待することが出来ます） 

 ◆希望者には演習で作成した契約書案について講師の添削を受けられます。 

  プロによる客観的なチェックを受けることで、今後の改善等に繋がります。 

全全全全２２２２回回回回コースコースコースコース    

講義講義講義講義とととと演習演習演習演習のののの説明説明説明説明    

（（（（知識習得知識習得知識習得知識習得））））    
演習課題演習課題演習課題演習課題のののの    

検討検討検討検討・・・・作成作成作成作成    

演習解説演習解説演習解説演習解説・・・・講評講評講評講評    

ディスカッションディスカッションディスカッションディスカッション    
添削添削添削添削    

1日目[5月21日] 2日目[6月18日] (6月11日までに提出) 



  「特許ライセンス契約書のドラフティング演習」講座内容(予定） 
 

Ⅰ・知識編（５⽉２１⽇） 

（１）ライセンス契約に関する知的財産法上の問題、及び関係の深い法令・指針 

（２）ライセンス契約の種類     

（３）契約書の作成とチェックポイント 

   ・明確性 ・適合性 ・適法性 ・強制履⾏の可能性と妥当性 ・完全性 

（４）ライセシングポリシー 

   ・ラインセンサーの考え方 ・ライセンシーの考え方 

（５）ライセンス契約で争点となる事項 

   ・ロイヤリティ ・秘密保持義務 ・不争義務 ・非係争義務 ・保証義務 等 

（６）契約書の作成手順    （７）演習の説明 
 

Ⅱ・演習解説・ディスカッション編（６⽉１８⽇） 

（１）演習題材の分析及び検討    （２）添削結果の講評とディスカッション 

（３）まとめ 

    ◆◆◆◆開催日開催日開催日開催日時時時時：：：：    ２２２２０１０１０１０１５５５５年年年年５５５５月月月月２２２２１１１１日（日（日（日（木)木)木)木)・・・・６月１８６月１８６月１８６月１８日（日（日（日（木)木)木)木)    [[[[※※※※時間時間時間時間はいはいはいはいずずずずれもれもれもれも１１１１３：３３：３３：３３：３０～１６０～１６０～１６０～１６：３：３：３：３００００]]]]    

    ◆◆◆◆会場：会場：会場：会場：    日本アイアール日本アイアール日本アイアール日本アイアール㈱㈱㈱㈱    本社会議本社会議本社会議本社会議室室室室        ★交通★交通★交通★交通アアアアククククセス：セス：セス：セス：四谷四谷四谷四谷三三三三丁丁丁丁目目目目駅駅駅駅：：：：徒歩６分徒歩６分徒歩６分徒歩６分    他他他他        

    ◆◆◆◆定員：定員：定員：定員：    １６名１６名１６名１６名                ◆◆◆◆受講受講受講受講料料料料：：：：    １８,０００円/１名(税１８,０００円/１名(税１８,０００円/１名(税１８,０００円/１名(税別別別別))))        ［［［［税込税込税込税込：：：：１９１９１９１９,,,,４４０円/１名４４０円/１名４４０円/１名４４０円/１名］］］］    
  ※最少催行人数に満たない場合は、中止させて頂く場合がございます。予めご了承ください。 

■■■■申申申申込込込込書書書書    （特許ライセンス契約書のドラフティング演習）（特許ライセンス契約書のドラフティング演習）（特許ライセンス契約書のドラフティング演習）（特許ライセンス契約書のドラフティング演習）    

        以下以下以下以下の事の事の事の事項項項項をごをごをごをご記記記記入の上、日本アイアール入の上、日本アイアール入の上、日本アイアール入の上、日本アイアール宛宛宛宛ににににFAXFAXFAXFAXでででで送付送付送付送付してください。してください。してください。してください。    FAXFAXFAXFAX番号番号番号番号：：：：03030303----3333333355557777----8277827782778277    
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会社会社会社会社名名名名        部部部部署名署名署名署名        

住住住住所所所所    〒〒〒〒            

おおおお名前名前名前名前        EEEE----MMMMailailailail        

電話電話電話電話番号番号番号番号        FAXFAXFAXFAX        

◆◆◆◆会場会場会場会場へへへへのののの    

アアアアククククセスセスセスセス    


